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新型コロナウイルス感染症の取り扱いが
5類に変わります

5月8日㈪から新型コロナウイルス感染症の分類が5類感染症に変わります。
�発熱等の症状がみられるときや、陽性判明後の相談は引き続き下記コールセンターで受け付けます。
�受診を希望する場合は、かかりつけ医や下記コールセンターに問い合わせるか、外来対応医療機関（府
ホームページで一覧を公開予定）をご確認ください。

◎医療費に自己負担が生じます
　�検査・診療・解熱剤などの薬は自己負担（保険適用）になります（コロナの治療薬は無料）。
　入院の場合は、高額療養費の自己負担限度額から2万円を上限に減額します（一定期間）。
◎外出自粛要請がなくなります
　�陽性者への外出制限はありません。ただし、発症後5日を経過し、症状軽快から24時間経過するま
での間は外出を控えることが推奨されます。濃厚接触者への外出自粛要請も終了します。

◎健康観察などの連絡がなくなります
　�保健所から陽性者への連絡や健康観察はなくなり、「大阪府相談窓口（府ホームページで公開予定）」
でオンライン診療や健康相談を受け付けます（高齢者施設などへの対応は保健所で継続）。

◎療養証明書の発行がなくなります
　届出日が5月7日㈰の発生届まで発行します（受け付けは8月31日㈭まで）。

主な変 更 点

他に 5月8日㈪からなくなるもの

◦�発生届や陽性者の登録 ◦入院勧告 ◦宿泊療養 ◦配食サービス ◦パルスオキシメーター貸出

�5月31日㈬までは24時間。6月1日㈭からは月曜～金曜日（祝・休日除く）8時～20時
7177-9538豊中市新型コロナウイルス感染症コールセンター

4月19日時点の情報です

　市民・事業者の皆さんには約3年の長きにわたり、活動の自粛や感染防止
対策の徹底など数々の要請に対し、ご協力いただきました。コロナを乗り越
えることができたのは、皆さんが、真正面からコロナに向き合い、行動制限に
ご協力いただいたからにほかなりません。また、医療や介護などに従事する
エッセンシャルワーカーの方々には、感染リスクを抱えながらも、市民の命を
守り、暮らしを支えていただきました。心より感謝を申しあげます。
　本市ではこれまで、保健所と市立病院を有している強みを生かし、医師会
などとも連携しながら、ワクチン接種事業や各種支援策を進めるなど、さまざまな対策に取り組ん
でまいりました。引き続き、コロナ禍を契機とした社会の変化に柔軟に対応し、市民の皆さんがもっ
と便利に快適に暮らしを送っていただけるよう取り組みを進めてまいります。
　日常の活動や地域行事を取り戻し、元気いっぱいの豊中をともにつくっていきましょう。

市民の皆さんへ　長内繁樹市長メッセージ
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新型コロナワクチン接種情報 4月19日時点の情報です

月曜～金曜日（祝・休日除く）9時～18時

とよなかワクチンダイヤル 
6151-2511

接 種に関するお問い合わせ・相 談
大阪府新型コロナワクチン専門相談窓口
 050-3613-9605FAX4400-9419

副反 応などに関する相 談

毎日7時～22時

令和5年春開始の接種を5月8日㈪から8月31日㈭まで実施します。
接種は無料です。使用するワクチンはオミクロン株対応ワクチンを基本とします。
接種券が届いたら、予約の上、取扱医療機関で接種してください。

【 接 種 対 象 者・接 種 券 の 発 行 】

【 接 種 券 の 発 送 】

初回接種を完了した、以下のいずれかに該当する人が対象です。
前回の接種から3カ月以上経過すると接種できます。

4月末発送予定です。
ゴールデンウイーク期間中の郵便事情により、届くまでに2週間程度要する場合があります。
5月15日㈪時点で接種券が届いていない人は発行の申し込みをしてください。

申 込 必 要

申 込 不 要

▶5歳～64歳の基礎疾患などがある人
▶64歳以下の医療従事者・介護従事者 5月15日㈪から申し込み受付開始

▶65歳以上の人

※�基礎疾患や医療従事者・介護従事者であることを理由に、過去に豊中市へ接種券の発行
申し込みをした人は今回の申し込みは不要です

令和5年春開始接種用接種券は予診票に灰色の線を印刷しています（5歳～11歳用接種券は
山吹色の線）。それ以外の接種券は使用できません。
既に発行済みの予診票にピンク色の線が印刷されている接種券は5月8日㈪以降は使えま
せん。廃棄し、新しい接種券を使用してください。

予診票に
灰色の線を印刷

接種回数を確認
回数に誤りがある
場合はとよなかワ
クチンダイヤルへ
連絡してください

 注 意 事 項


